
集落活動センターはつせ
平成２５年１月１２日開所

梼原町初瀬区：上折渡、下折渡、影野地、大野地、佐渡、初瀬本村、仲久保
（７集落：７～１５世帯）

１４２人、７１世帯、４８．６％　　【平成２６年３月３１日　現在】

１５ｋｍ

　昭和６３年から韓国との交流が始まり、この交流を通じて本格派キムチの研
究を行い、「鷹取キムチ」の商品化や「韓国風レストラン」のオープンなど事業
拡大してきた。
　また、平成２３年からは高齢者の移動手段の確保のためにＮＰＯ法人絆を設
立し、町から車を２台無償貸与し、松原区と協働で過疎地有償運送を実施して
いる。

集落活動センター「はつせ」推進委員会　【平成２４年設立】

規約の概要 目的・活動内容・組織構成・会議・会計などを規定

目的
　初瀬区における集落活動センターの取り組みを通じて、集落活動の維持・発
展や福祉・生活支援の充実、地域経済の循環に向けた仕組みづくりと人づくり
を進め、住民の絆の力を磨き、住民主体による持続可能な集落づくりを図る。

事業内容

①地域で楽しくお金を稼ぐ仕組みづくりに関すること
②地域住民が主体となって支え合い、助け合うことができる仕組みづくりに
　関すること
③活動している団体の取り組みを支援し、発展に繋げる仕組みづくりに関する
　こと
④皆（地域住民も顧客も）が幸せを感じる仕組みづくりに関すること
⑤その他、目的を達成するために推進する事業に関すること

部会 なし

初瀬区３役（区長・副区長・会計）、住民代表者、団体の代表者、民生委員・児
童委員、その他目標を達成するために必要な者
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集落活動センターはつせ
平成２５年１月１２日開所

　　　　　　　　　　　センター名
　項　目

　旧初瀬東小学校（昭和６３年廃校）を
交流施設「鷹取の家」として運営

拠点施設の概要

活動内容（３年後の活動イメージ） 

実施体制 

鳥獣被害対策 

観光交流活動 

農林水産物の生産・販売、 

特産品づくり・販売 

集落活動サポート 

産地・人づくり 

・新たな特産品づくり 

・農産物をお金に換える仕組みづくり 

・新たな農業との連携（企業との連携づくり） 

・西宮市と梼原町を繋ぐ商品開発 

・鳥獣被害に強い集落づくり 

・サポーター育成 

・共同作業の支援体制 

・地域の祭りごと 

・農業研修、体験の実施 

・研修生の受入 

・中山間直接支払制度の活用 

・松原、西区の森林セラピー

と連携した食の里づくり 

・鷹取学術保護林、四万十川

でのリフレッシュ事業 

生活支援サービス 

防災活動 
集いの場の確保・健康づくり活動 

・過疎地有償運送 

・配食サービスの取り組み（松原地区と連携） 

・買い物支援 

・高齢者を支える仕組みづくり 

・見守り活動 

・いきいきふれあい広場 

・受診率向上の取り組み 

 （健康文化の里づくり推進員） 

・あったかふれあいセンター機能 

・自主防災組織の充実「自

分の命は自分で守る」予防

意識の普及 

初瀬区 

鷹取キムチの里実行委員会 

NPO法人 絆 
高知県 

支援 

運営主体：集落活動センター「はつせ」推進委員会 

梼原町 

ゆすはら応援隊 初瀬東連絡協議会 

集落住民代表、町議会議員ほか 
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